









日時：2015 年 6 月 20 日（土）13 時 30 分～ 16 時 30 分
講師：生利 喜佐男 氏（コミュニケーション･ホーム喜舎代表・医療分野専門人材育成コンサルタント）
対象：保健・医療・福祉の専門職者
参加者：定員 100 名　参加 91 名（出席率 93％）













































日時：2015 年 7月 25 日（土）13：30 ～ 16：30
講師：内山 敏 氏（浜松市発達相談支援センタールピロ 所長）【臨床心理士・小児発達学博士】
シンポジスト： アクティブ　代表　村松 良子 氏
 浜松市浜松手をつなぐ育成会　会長　小出 隆司 氏




















 療養病棟ケアワー カー 、児童発達支援管理責任者、社会・精神保健・介護 福祉士、福祉施設長など
保育 / 教育（24 名）：教諭、学生相談室の相談員など
保健 / 医療（17 名）：看護師、保健師、助産師、精神科ヘルパー、作業療法士、臨床心理士など

































日付 9 月17 日（木） 9 月 26 日（土）




アロマセラピスト 大石 恵美子 氏
対象：一般の方
定員：各回 48 名
【全 2 回延べ】参加：63 名　申込：76 名（出席率 82.9％）
【第 1 回】参加：35 名　申込：42 名（出席率 83.3％）
【第 2 回】参加：28 名　申込：34 名（出席率 82.3％）
アンケ トー回収：
【第 1 回】29 件（回収率 82.9％）
【第 2 回】28 件（回収率 100％）
2. 参加者（合計 63 名）
内訳：男性 14 名、女性 49 名
平均年齢：53.3 歳


































定員：60 名　申込み：39 名　参加：36 名（出席率 92.3％）
アンケ トー回収：31 件（回収率 86.1％）
2. 参加者職業（合計 36 名）
内訳：男性 16 名、女性 20 名
医療
11％
福祉
25％
保健
8％
大学生
6％
雇用
3％
その他
8％
空欄
39％
3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「現在、管理職をしているが、メンタルの不調を訴え休んでしまうスタッフが増えている。今後どのように支援
していったらよいのか、参考にさせてもらうため」「知人が職場環境が原因らしいうつ状態のようになったことが
あり、そのような方への対処法としてヒントになることがあればと思った」「最近メンタルヘルスの注目度が非常
に高く、今後メンタルヘルス対策について取り組む必要性を感じたため。また、ストレスチェックの義務化につい
ての理解をするため」など、職場での問題解決に活かしたいという声が多くありました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　70% 以上の方が、「達成できた」と回答しました。理由としては、「ストレスチェックの義務化に対し、詳しく
知ることができた。衛生委員であるため、大変参考になった」「働き方の改革を国を挙げて行う理由が分かった」
「実例に基づいて効果のある取り組み方について伺うことができた」「わかりやすかった」など、満足度の高い
回答のほか、「今回初めて聞くことが多すぎて、短時間で理解整理ができなかった」「制度をよく理解していな
いので、ついていけない部分もあった」など、これから始まる制度について理解の難しさを挙げる方もありました。
設問 4　今回の講座の感想
　「一部、二部ともに大変参考になった。もっと広く、対企業に向けて告知されてもよいと感じる」「旬なテーマ
で非常に興味深く拝聴させていただいた。事例を挙げての説明は非常に分かりやすかった」「現状を鑑みリアル
な講座で知識を得た」「役割からか、管理者からの働きかけばかり考えていたが、スタッフ個々の自己セルフコ
ントロールも必要だと感じた」「講師の方は、聞きやすい話し方（説明の仕方）で理解しやすく大変良かった」
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